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湊川市場にある、50年続く和菓子屋・甘幸堂では、名物の豆大福
ほか、焼き立てのみたらし団子も人気。（荒田町1丁目15-6）

神戸新鮮市場は、5つの商店街があつまり、約500店舗が軒を連ねる、西日本
最大級の商店街。生鮮食品はもちろん、衣料品、結納品までなんでも揃う。

東日本大震災で被害を受けた宮城の海辺のまちを舞台にした朗読劇『ファミリーツリー』。
4月4、5日に開催予定でしたが、12月に延期に。詳しくは中面「EVENT SCHEDULE」にて。       

モダニズム建築の宝庫・インディアナ州コロンバスを舞台にした映画『コロンバス』。建築
を巧みな構図で切り取った、美しいシーンに注目！　詳しくは中面「神戸みちくさ天国」にて。



神戸アートビレッジセンター (以下、KAVC)は、1996年の

開館以来、美術や演劇・ダンス、映画、地域を軸にした自主

事業のほかに、広く市民の方に施設を貸し出す貸館事業にも

力を注いできました。今回の対談では、KAVCに常駐し、

施設管理に携わるふたりが登場。2020年1月末〜3月にかけて、

約20年ぶりにホール・シアターの照明設備をリニューアルした

今、普段はあまり表に出ることのない貸館事業の取り組みを、

照明が担う役割に注目しながら紐解きます。

KAVC
CONVERSATION

番外編

いつもKAVCの施設管理に伴走してくださってい
る小出さんですが、打ち合わせ後は、どのように
進行していくのでしょうか？
小出：利用する団体のスタッフのなかにオペレー
ターがいる場合は、機器の管理・操作について簡
単なレクチャーを行い、本番はお任せします。そ
うでない場合は、弊社スタッフが照明プランの作
成から設置・操作までをお引き受けするのですが、
ここでは丁寧なやりとりが重要になります。要望
を読み解き、会場のどのエリアに灯体を設置すれ
ばいいのか、どんな色が必要かなどを検討して、
照明の仕込み図に落とし込んでいきます。その後
は設営をしてリハーサルへ。利用者の方と一緒に
演出を確認し、本番を迎えます。そして、最後は
撤収という流れです。
橋本：本当に、小屋入り前から終了まで、すべて
の過程に関わる仕事ですよね。照明を引き受ける
とき、プランはどのように考えるのでしょうか。
小出：企画内容とスケジュールを照らし合わせる
と、「大体こういうセッティングかな」というの
は把握できるんです。そのなかで、どんな要望に
も対応できるように準備しておく。リハがはじ
まってから「やっぱりこういう色は出せますか？」

と聞かれることもよくあります。
橋本：でも、リハを行うのは機材を吊り込んだ後
になるので、もう一度設置し直すのは時間的に難
しいですよね。

小出：はい。だから事前に、あらゆるケースを想
定して臨むようにしています。とは言え、茶色や
グレーなど、照明で表せない色を出してほしいと
いうオーダーをいただいたときは、お手上げでし
た（笑）。光の色は色彩と原理が異なり、再現で
きない色もあるんです。しかし、利用者の方がどん
な表現をしたいのか、やりとりを重ねていくなか
で見えてくることも多い。細かな調整ができるの
は現場ならではの良さでもありますし、納得のい
く演出になるよう、私も力を尽くします。
橋本：利用者の方が、無事に本番を終えて「よかっ
たです！」と笑顔でお帰りになる姿を見ると、嬉
しくなりますよね。

小出：うんうん。そういう声が聞けるからこそや
められない、達成感のある瞬間です。
橋本：さまざまな要望に柔軟に応えていくために
は、型にはまらない想像力が求められると思いま
す。いつも心がけていることはあるのでしょうか？
小出：常に意識しているのは、自分ならどうやる
かということですね。ほかの技術者の方が照明デ
ザインを担当される現場に立ち会うこともありま
すが、「この人はこういうふうに使うんや」とい
ろんな点に着目して、自分だったらどの色を使お
うか、どんな仕込みにしようかと思い描いてみる。
そうすると、自分のなかにアイデアの引き出しが
増えていくんです。そういった積み重ねは生きて
いると思いますね。

パフォーマンスの可能性を広げる
照明技術

橋本：つかぬことを伺いますが、小出さんはどういっ
た経緯で照明のお仕事に就いたのでしょうか？
小出：実は、大学時代にバンドをやっていたとき
に、文化祭で照明を担当したんです。とは言って
も、ステージは道端の一角。スイッチもないので、
コンセントを抜き差ししてチカチカ明滅させたぐ
らいです（笑）。ひょんなことがきっかけで、現
在の仕事に至りました。
橋本：そうでしたか。入社後、KAVC以外の施設
も担当されていらっしゃったんですよね。
小出：入社して2、3年は関西の劇場を、そのあ
とは9年間、大阪の市民会館で 1,300人規模の
ホールを担当しましたね。特に市民会館での経験
は、大きな学びになりました。バレエやライブ、
能や狂言など、オールジャンルの照明を手がける
ことができたので、「何が来ても大丈夫！」と自
信がついたし、自分なりのノウハウも確立できた
ように思います。橋本さんは、もともと舞台に関
する活動をされていたんですか？
橋本：私は大学時代に演劇部で役者をはじめまし
た。学生劇団だと、スタッフワークもみんなです
るので、照明もそのなかで、「灯体はこうやって
吊るんや」と口伝えで教わって。知識があるとは
甚だ言いがたいのですが、機材の吊り込みなどの

作業もそこで何度か経験しました。
小出：役者さんだったとは！　舞台に上がる立場
から、照明の効果をどう感じるか、お聞きしてみ
たいですね。

橋本：やっぱり、照明のあるなしで見え方は全然
違うと思います。なんの変哲もない人間も、舞台
に立って光を当てられると、何かをしはじめるよ
うな、意思を持ったひとりの存在として際立って
くる。公演を観に行くと役者が何割増しかに見え
るというのは、照明さんの力です（笑）。
小出：恐れ多いお言葉です。でも、照明によって、
舞台表現は本当に豊かになりますよね。
橋本：そうなんですよ！　だから、初心者の方や、
難しそうだからと敬遠される方にも、劇場を使うか
らこそ照明は遊べるんだということを感じてもらい
たいんです。最近は、演劇も劇場でない場所での公
演が増えていますし、トークイベントや講演会も会
議室でできてしまいます。でも、劇場は照明を使っ
てまだ見ぬ表現を模索できる場。「こんなふうにで
きるんだ！」と実感できれば、もっとパフォーマン
スの可能性は広がるはずだと思うんですね。

「こんなことがしたい！」を支える
環境づくり

小出：KAVCホールの強みは、フルフラットに使
用でき、照明を吊るパイプがグリッド状に天井の
全面に行き渡っていることですね。他館だと、客
席側の照明は固定され、新たに吊る場所は舞台上
に横一列で走る数本のバトンに限られることが多
いんです。でもKAVCは、ホールの空間であれば
ほぼどこでも舞台にでき、設置したい場所に好き
な角度で照明を吊り込める。いろんな表現に対応
できる点は、最大のメリットだと思いますね。
橋本：今回は照明設備が約20年ぶりに一新。こ
れまでとは、どのように変わるのでしょうか？
小出：ハロゲンスポットライトの入れ替えに加え、
新たにLEDスポットライトを導入します。照明
の色は光の3原色である赤・緑・青を混ぜて表す
のですが、従来はカラーフィルターをセットした
機器を、色の数だけ準備しなければなりませんで
した。しかしLEDは、操作卓で色を細かく調整
できるので、機器が 1つで済み、仕込みの時間も
短縮されます。
橋本：一方で、舞台背景の白幕に色を付けるホリ
ゾントライトは、引き続きハロゲンを使用するん
ですね。私のなかで、ホリゾントは色で舞台を引
き立てる機器というイメージがあったので、色調
をコントロールできるLEDに変更しなかったの
は意外でした。
小出：たしかにLEDのホリゾントも便利なので
すが、ちょっと鮮やかすぎるんです。情景をつく
るためのものであるはずが、逆に目立ってしまう。
橋本：その鮮やかさが仇になってしまうわけです
ね。ちなみに打ち合わせでは、利用者の方が「こ
ういうふうにしたい」と動画を見せてくださるこ
ともあります。そのなかでよく登場するものに
ムービングライトがありますが、導入していま
せんよね。今後加わることはあるのでしょうか？
小出：ムービングは、コンサートなどでよく使う
機器なんですね。KAVCでは演劇の公演が多いの
で、実はあまり出番がないというのが導入しない
理由のひとつです。また、専用の操作卓が必要に
なり、取り扱いも複雑なので、使用できる人が限
られてしまう。使う際は、照明とムービングそれ
ぞれにオペレーターを動員するのが一般的です。
橋本：なるほど。施設の利用内容と、照明機器の
特性を踏まえて、設備が整えられていることがわ

かります。でも、利用者の方が見学に来られると
きに、それらの機材が本領を発揮した状態をお見
せできないのが悔しいんですよ〜！　
小出：基本の照明機材を設置した常仕込みがない
からね（笑）。大きな劇場だといくつかのパターン
が常に組まれているのですが、KAVCはホール全
体が舞台になるという特徴もあり、そもそもパ
ターンをつくること自体が難しい。本番の仕込み
が済んだリハーサルでしか、実際の光を見ていた
だくことができないんですよね。

橋本：だからこそ利用者の方には、照明設備を生
かしてどんなことができるのか、どんなふうに良
くなるのかを、より具体的に伝えていけるように
したいなと思います。
小出：たとえば、舞台写真を撮りためて、「ホリゾン
トを使うとこういうふうに見えますよ」と説明で
きる資料を準備するのはいいかもしれません。
橋本：いいですね！　ジャンルごとに想定される
仕込みの写真を撮ったり、公演を映像で記録した
りするのもよさそうです。

小出：あと、利用者のなかには、ご自身で仕込み
をしてみたいと手を挙げられる方もいらっしゃい
ますよね。他館では照明の吊り込みや操作のほ
とんどを館の技術スタッフが担うことが多いんで
す。でもKAVCでは、ある程度の範囲内であれば、
実際に手がけていただくことができる。そういう
意味でも、いろんな挑戦を応援する貴重な劇場
なんじゃないかなと思いますね。
橋本：そうですね。利用者の方の挑戦が楽しく安
全に実現できるように、想いや意図を伺い、スタッ
フと密に連携を取りながら、企画をサポートして
いきたいです。

収録日：2020年2月 15日（土）KAVCにて

さまざまな要望に向き合う現場の力

橋本：KAVCは、公共の文化施設として、市民の
方々に施設の貸し出しを行っています。利用内容
には、たとえば地元の方たちが集まるハワイアン
ダンスの発表会、高校生バンドによるライブ、関
西で活動する劇団やダンスカンパニーの公演など
があり、大・小、プロ・アマ、ジャンルもさまざ
まです。私は施設運営担当として、まずは施設の
利用を希望される方と話し、企画内容やスケ
ジュール、必要機材を伺う窓口の役割を担ってい
ます。そのなかで、今回テーマとしてお話しする
「照明」については、「よくわからない」とおっしゃ
る方も少なくありません。舞台をつくる経験のな
い方には、照明さんの仕事って、馴染みがなく、
あまりイメージしにくいだろうなと思います。
小出：そうですね。でも、なかには凝った照明プラン
を考える熟練の方もいらっしゃいますね（笑）。
橋本：たしかに。貸館予約が決まった後には、私
たちKAVCの施設運営担当と小出さん、利用者の
方とで打ち合わせをし、照明に関するオーダーを
伺いますが、そのときに「これは小出さんの腕が
なるな！」と思う企画もあります（笑）。と同時に、
舞台上での表現を担う要素のひとつである照明を、
いろんな方に身近に生かしていただきたいという
想いもある。今回は、その点も踏まえながらお話
ができればと思っています。照明技術者として、
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ー
を
「
わ

か
り
ま
し
た
」
の
一
言
で
汲
み
取
っ
て
し
ま
う

す
ご
い
人
。迷
っ
た
と
き
、い
つ
も
相
談
に
乗
っ

て
く
れ
る
頼
れ
る
存
在
で
す(

橋
本)

こ
ろ
す
【
殺す

】
動
　
機
器
・
道
具
な
ど
を
固
定

す
る
こ
と
。［
解
説
］
何
も
知
ら
ず
に
聞
く
と

ぎ
ょ
っ
と
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
で

は「
ロ
ー
プ
を
グ
リ
ッ
ド
に
殺
し
て
お
い
て
！
」

と
い
っ
た
使
い
方
を
し
ま
す(

小
出)

し
こ
み
【
仕
込
み

】
名
　
上
演
に
必
要
な
機
材
を
、

稽
古
や
本
番
に
間
に
合
う
よ
う
に
準
備
す
る
こ

と
。照
明
を
設
置
す
る
た
め
の
舞
台
図
面
は「
仕

込
み
図
」
と
い
う
。

し
も
て
【
下手

】名
　
客
席
か
ら
見
た
舞
台
の
左
側
。

ぞ
う-

い
ん
【
増員

】
名
　
設
営
・
本
番
の
運
営

ス
タ
ッ
フ
を
追
加
で
動
員
す
る
こ
と
。「
増
員

ス
タ
ッ
フ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
。

つ
り-

こ
み
【
吊
り
込
み

】
名
　
道
具
や
幕
、
照
明
機

小出篤（こいで・あつし）

KAVCの施設管理・運営を受託する株式会社PAC westに所属。
20年以上にわたり、関西の劇場・ホールで照明技術者を担当。
独自に培った技術と知識をもとに、現場を執り仕切る。

橋本実弥（はしもと・みや）

2017年より施設運営担当としてKAVCに在籍。学生時代は演
劇部に所属し、役者としても活動。利用者とスタッフの間に立
ち、施設利用に関する相談・調整役を担う。

舞
台
用
語
集

〜照明編〜

＼

K
A
V
C
の
現
場
で
使
え
る
!?／

参考：『劇場・音楽堂等で働く人のための舞台用語ハンドブック』（公益社団法人全国公立文化施設協会/2014年）

https://www.zenkoubun.jp/publication/pdf/afca/h25_yougo_hb2014.pdf

照明設備のリニューアルを経て、
ホールとシアターの貸出・使用が再開！　

お知らせ

演劇・ダンス・音楽の公演などに利用できる
ホールスペース。舞台、照明、音響などの設
備も充実し、可動式客席・仮設舞台を用いて
多様な用途に対応可能。

KAVCホール

KAVCシアター

※ご利用前に見学と打ち合わせが必要です。

35mmの映写機やビデオプロジェクターが設
置された、映像上映に適したシアタースペー
ス。演劇・ダンス・音楽の公演などにも利用
できる。

「照明」が生み出す、
表現の新たな見え方

「照明」が生み出す、
表現の新たな見え方

施
設
を
利
用
す
る
と
き
に
、

　
　

現
場
で
使
え
る
か
も
し
れ
な
い
用
語
を
ご
紹
介
！

約20年ぶりに
KAVCの照明が新しくなるでー！
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た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
他
者
を
想
像
す
る
こ
と
は
自
分
が

経
験
し
て
い
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
、
他
者
へ
の
想
像
は

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
﹂

と
潘
さ
ん
は
語
っ
て
い
る
。

　

今
回
、
潘
さ
ん
の
作
品
テ
ー
マ
は
こ
れ
ま
で

扱
っ
て
き
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
か
ら

さ
ら
に
深
化
し
、〝
他
者
性
〞
へ
と
及
ん
だ
。
ま

た
、〝
取
材
し
て
つ
く
る
〞
と
い
う
手
法
も
は
じ

め
て
の
挑
戦
に
な
っ
た
と
い
う
。﹁
そ
う
や
っ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
う
ま
く
使
っ
て
も
ら
え
た
の
は

嬉
し
い
こ
と
で
す
。
K
A
V
C
伝
統
の
〝
作
家

と
と
も
に
つ
く
る
〞
ス
タ
イ
ル
が
密
に
実
践
で

き
、
今
後
のA

R
T LEA

P

に
と
っ
て
も
ひ
と
つ

の
指
標
と
な
る
展
覧
会
に
な
り
ま
し
た
﹂
と
、

展
覧
会
が
手
を
離
れ
、
少
し
寂
し
そ
う
に
も
見

え
る
岡
村
の
笑
顔
が
印
象
に
残
る
。

取
材
日

：

2
0
2
0
年
2
月
22
日
︵
土
︶
K
A
V
C
に
て

www.kavc.or.jp
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今
回
、
取
り
上
げ
る
の
は
、
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2
0
2
0

開
催
日
時

2
0
2
0
年
1
月
8
日
︵
水
︶
〜
13
日
︵
月
・
祝
︶
10
時
〜
22
時

こ
ん
な
企
画
で
し
た
よ
↓
神
戸
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
山
内
庸
資

さ
ん
を
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
兵
庫
大
開
小
学
校
の
児
童
と
協
働

す
る
地
域
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
2
0
1
4
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
、
自

分
た
ち
の
住
む
ま
ち
を
見
直
す
試
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
6
回

目
の
今
回
は
、
小
学
校
5
年
生
約
1
2
0
人
が
「
K
A
V
C
の
施
設

内
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
展
覧
会
で
は
、
限
ら
れ
た
写
真
の
画

角
の
な
か
に
切
り
取
っ
た
「
神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
」
を
、

子
ど
も
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に
紹
介
し
ま
し
た
。

新開地商店街のなかに店舗を構える、居酒
屋・八

は

喜
き

為
だめ

。細い階段をのぼると、そこには
広々としたお座敷が！　老若男女が渾然一体
となって、同じ座敷で盛り上がる、新開地の
社交場的な存在となっています。
八喜為 新開地本店　
神戸市兵庫区新開地3-3-17-101　11:00〜23:00（水曜日休み）

デザイン・クリエイティブセンター神戸（KIITO）
神戸市中央区小野浜町 1-4

数多い新開地の居酒屋のなかでも、断トツ

に好きな店。新開地ならではの気分を味わ

いながら、至福の時を過ごせます！

八喜為の「開放的なお座敷」
vol.9

Apr.-Jun. 2020

ISSUE

92

旧生糸検査所を改修したデザイン・クリ
エイティブセンター神戸。ゴシック風の
重厚な意匠が特徴の近代化産業遺産で随
所に当時の雰囲気が残る。併設のカフェ
は、検査機器などを活用した空間で、地
産野菜を使った日替わりパスタやオムラ
イス、手づくりスイーツなどが楽しめる。

神戸アートビレッジセンターで日々開催される、さまざまな催しごと。
合わせて「せっかくならここも行っとき〜！」と背中を押したい、

魅力的な道草スポットをご紹介。

お座席数　約100席

KAVC打ち上げ利用率　★★★★☆
もらえるマッチ箱の渋さ　★★★★★　

映画の余韻にまかせて、
旧生糸検査所のKIITOで一服

日本真珠会館
神戸市中央区東町 122

1952年に建てられ、真珠の品質検定、入
札会場として現在も使われている日本真
珠輸出組合の建物。真珠を自然光のもと
検査選定できるよう、4階の大窓（長辺
27m ！）をはじめ、光を取り込みやすく
した設計は、人の活動と空間の美しさが
同居したデザインになっている。また、
本館運営委員会による建築ツアーも。

モダニズム建築・日本真珠会館で、
自然光に輝く真珠を見る

大谷燠 ［館長］
推薦者

美しい構図で建築を切り取り、小津安二郎へのオマージュを捧

げたコゴナダ監督の初長編作品。数多くのモダニズム建築が立

ち並ぶアメリカ・インディアナ州コロンバスを舞台に、建築家

の父を見舞うためまちにやってきたジンと、母の看病をしなが

ら地元の図書館で働くケイシーが、建築を巡り語ることで、そ

れぞれの新たな人生へと向かっていく様を描いた。近代化産業

遺産の名建築が点在する神戸に、映画を重ね散策してみては。

『コロンバス』

（2017年 / アメリカ / 103分/配給 ブロードウェイ）監督：コゴナダ

上映期間：2020年4月11日（土）– 24日（金）
会場：KAVCシアター
（C） 2016 BY JIN AND CASEY LLC ALL RIGHTS RESERVED

KAVCで、
モダニズム建築の空間が育む
人の感情・物語を映し出す、
長編作品『コロンバス』を観る

　

鳥
か
ご
を
模
し
て
格
子
状
に
切
り
抜
か
れ
た

段
ボ
ー
ル
が
、
ま
る
で
街
の
よ
う
に
積
み
上
げ

ら
れ
た
1
階
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
部
屋
に
は
鳥
の

声
が
流
れ
て
い
る
。﹁
外
国
人
技
能
実
習
生
と
と

も
に
農
業
に
従
事
し
た
経
験
と
幼
い
頃
の
経
験

を
重
ね
た
作
品
で
す
。
刈
り
取
っ
た
ほ
う
れ
ん

草
が
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ば
れ
て
い
く
と
き
に
、
ほ

う
れ
ん
草
た
ち
が
さ
え
ず
り
だ
し
た
よ
う
な
感

覚
に
陥
っ
た
ん
で
す
。
ふ
と
、
自
分
は
い
つ
か

ら
日
本
語
で
夢
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
会
場
に
積
ん
だ
空
っ
ぽ
の

箱
は
、〝
移
動
す
る
器
〞
と
し
て
の
身
体
を
表
現

し
て
い
ま
す
﹂
と
潘
さ
ん
。
自
分
の
意
思
と
は

関
係
な
く
日
本
に
移
住
し
た
経
験
。
体
だ
け
が

移
動
し
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
こ
か
に
取

り
残
さ
れ
る
よ
う
な
感
覚
が
想
像
さ
れ
る
。

　

地
下
の
シ
ア
タ
ー
は
、
ビ
デ
オ
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
。
操
り
人
形
の
よ
う
に
糸
の
先
に
つ
け

ら
れ
た
ス
ニ
ー
カ
ー
と
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
人
物

の
足
元
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
神
戸
で
は
昔

か
ら
ケ
ミ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ
の
生
産
が
盛
ん
で
、

多
く
の
外
国
人
の
手
で
靴
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
。

潘
さ
ん
は
長
田
の
靴
工
場
を
訪
ね
、
音
を
採
集

し
た
。﹁
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
象
徴
と
し
て

ダ
ン
ス
を
モ
チ
ー
フ
に
し
ま
し
た
。
ス
テ
ッ
プ

は
社
会
の
な
か
で
形
式
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り

な
が
ら
、
個
人
の
身
体
感
覚
の
表
現
に
も
な
り

ま
す
。
他
者
の
動
き
を
想
像
し
、
経
験
を
共
有

す
る
行
為
で
す
。体
験
し
た
こ
と
の
な
い〝
他
者
〞

の
な
か
に
、
自
分
の
経
験
と
同
じ
も
の
が
あ
る

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
は
、
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
﹂
と
、
潘
さ
ん
が
話
し
て
く
れ
た
。

　

同
じ
く
地
下
の
ス
タ
ジ
オ
に
は
、
1
9
3
0

年
代
に
神
戸
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
っ
た
労
働
者

の
記
録
写
真
と
現
代
の
外
国
人
技
能
実
習
生
の

日
記
で
構
成
さ
れ
た
テ
ー
ブ
ル
が
置
か
れ
た
。

集
合
写
真
に
〝
外
国
人
労
働
者
〞
と
し
て
写
さ

れ
た
個
性
と
日
記
に
記
さ
れ
た
生
身
の
感
情
が

対
比
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。﹁
や
ど
か
り
に

泊
ま
っ
て
い
る
と
、
実
習
生
た
ち
が
そ
の
日
の

で
き
ご
と
を
事
細
か
に
話
し
て
く
れ
ま
す
。
で

も
日
本
語
の
習
得
段
階
に
あ
る
彼
ら
は
、
職
場

の
人
の
話
を
一
部
し
か
理
解
で
き
て
い
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
僕
は
彼
ら
が
理
解
で
き
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
想
像
で
き
て
し
ま
う
。
そ
う

す
る
と
、
日
本
語
を
習
得
し
て
い
る
人
と
そ
う

で
な
い
人
の
間
に
は
上
下
関
係
が
生
じ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
潘
さ
ん
は
問

い
か
け
る
。
会
場
に
並
ん
だ
拙
い
日
本
語
の
日

記
の
向
こ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
と
出
来
事

が
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
横
に
は
、
先
の
部
屋
で

見
た
ダ
ン
ス
を
、
今
度
は
引
き
の
ア
ン
グ
ル
で

撮
影
し
た
映
像
が
流
れ
て
い
る
。
見
え
な
い
他

者
と
潘
さ
ん
が
踊
る
姿
が
遠
く
に
見
え
る
。

　

3
つ
目
の
展
示
室
を
出
て
振
り
返
っ
た
と
こ

ろ
に
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
書
か
れ
た
路
線
図
が
あ

る
。
外
国
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
は
、
日
本
の

駅
で
こ
ん
な
景
色
を
見
た
の
だ
ろ
う
か
。﹁
他
者

と
接
触
す
る
こ
と
で
、自
分
が
そ
の
場
所
へ
行
っ

KAVC REPORT
ART LEAP 2020も開催決定！
募集要項はこちらから

JU
N

E

13日（土）̶  26日（金）　会場：KAVC シアター

KAVCシネマ 〈詳細は近日公開〉

13日（土）　会場：1room

新開地土曜マルシェ

7日（日）　会場：KAVC シアター

ART LEAP 2020 展覧会プラン

公開プレゼンテーション（出展作家最終選考会）
審査員：服部浩之（キュレーター／秋田公立美術大学大学院准教授、アートラボあいちディレクター）

13日（土）　会場：KAVCギャラリー

ひらめきのたねVol.2

「the rocket gold starさんと2コマまんがを描こう！！」
講師：the rocket gold star 山崎秀昭（イラストレーター・絵本作家）
※5月30日（土）〜6月 14日（日）the rocket gold starによる展示を同時開催。
詳細は近日公開。

A
P

R
IL

4日（土）̶5日（日）　会場：KAVC ホール

–東日本大震災で失われた故郷に捧げる–
海辺のまちの、ちいさな家族の物語 朗読公演『ファミリーツリー』
※この公演は、新型コロナウィルス感染拡大に伴い、2020年 12月 19日（土）〜  20日（日）に
延期になりました。

11日（土）　会場：1room

新開地土曜マルシェ

11日（土）　会場：KAVCギャラリー

ひらめきのたねVol.1「TAOKAさんとオリジナルZINEをつくろう！！」
講師：田岡和也（画家・イラストレーター）
※ 11日（土）〜 12日（日）田岡和也による即興展示『4月のVOID』を同時開催。詳細は近日公開。

11日（土）̶  24日（金）　会場：KAVCシアター

KAVCシネマ

『テルアビブ・オン・ファイア』
（2018年 / ルクセンブルグ・フランス・イスラエル・ベルギー / 97分 / 配給 アットエンタテインメント）
監督：サメフ・ゾアビ

『コロンバス』
（2017年 / アメリカ / 103分 / 配給 ブロードウェイ）｜監督：コゴナダ
※上映初日トークイベントあり｜ゲスト：堀口徹（近畿大学建築学部准教授）

11日（土）̶  17日（金）　会場：KAVCシアター

ゲキ×シネ『髑髏城の七人　Season風』｜ 1週間限定上映

（2019年 / 日本 / 178分 [別途幕間休憩あり ] / 配給 ヴィレッヂ、ティ・ジョイ / 著作 TBS、ヴィレッヂ）

ナショナルシアターライブ『フリーバッグ』｜ 1週間限定上映

（作 フィービー・ウォーラー / 88分 / ウィンダムス劇場）

18日（土）̶  24日（金）　会場：KAVCシアター

『介護　絆つながって生こか』｜ 1週間限定上映

（2017年 / 日本 / 97分 / 配給 フルール7・葉映社）｜監督：葉七はなこ
※上映初日舞台挨拶あり｜登壇者：葉七はなこ監督

ナショナルシアターライブ『リーマン・トリロジー』｜ 1週間限定上映

（作 ステファノ・マッシーニ / 221分 / ピカデリー劇場）

2020.04–06

M
AY

『悲しみより、もっと悲しい物語』
（2018年 / 台湾 / 106分 / 配給 ハーク）｜監督：ギャビン・リン

『ようこそ、革命シネマへ』
（2019年 / フランス、スーダン、ドイツ、チャド、カタール / 97分 / 配給 アニモプロデュース）
監督：スハイブ・ガスメルバリ

『劇場版　声優男子ですが・・・？ 
〜これからの声優人生の話をしよう〜』
（2020年 / 日本 / 92分 / 配給 東北新社 / 提供 ファミリー劇場）｜監督：鈴木あゆみ

9日（土）̶ 22日（金）　会場：KAVCシアター

KAVCシネマ

『水と砂糖のように』
（2016年 / イタリア / 90分 / 配給 オンリー・ハーツ）｜監督：ファリボルス・カムカリ

8日（金）　会場：KAVCホール

新開地ミュージックストリート関連イベント

『いらっしゃいませようこそ　音楽でかんぱい』
出演者：江南泰佐（DJ）ほか

9日（土）̶ 15日（金）
『グリーン・ライ 〜エコの嘘〜』｜ 1週間限定上映

（2018年 / オーストリア / 97分 / 配給 ユナイテッドピープル）｜監督：ヴェルナー・ブーテ

16日（土）̶ 22日（金）　会場：KAVCシアター

『いただきます ここは、発酵の楽園 』｜ 1週間限定上映

（2020年 / 日本 / 81分 / 宣伝配給 いでは堂）｜監督：オオタヴィン

　

2
0
2
0
年
1
月
、
久
し
ぶ
り
に
新
開
地
の
商
店

街
を
歩
い
て
、
お
店
の
入
れ
替
わ
り
な
ど
、
ま
ち
の

変
化
を
感
じ
な
が
ら
、
K
A
V
C
で
開
催
さ
れ
た
展

覧
会
﹁N

EW
 O

PEN
 A

R
EA

 2020

﹂
を
鑑
賞
し
た
。

　

私
は
2
0
1
3
年
に
当
時
の
美
術
担
当
と
し
て

﹁
山
内
庸
資
展　

N
EW

 O
P

EN
 A

R
EA

﹂
を
企
画
・

担
当
し
た
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、﹁
新
開
地
﹂
を
再
構

築
し
、﹁
新
﹂
し
く
﹁
開
﹂
か
れ
た
﹁
地
域
﹂
に
す
る
、

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
木
製
の
小
さ
な
家
型
の
オ
ブ

ジ
ェ
を
、
新
開
地
商
店
街
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
配
置
し
、
壁
面
に
は
神
戸
の
海
側
と
山
側

の
風
景
が
描
か
れ
た
。

　

私
が
K
A
V
C
を
離
れ
た
後
、﹁N

EW
 O

P
EN

 
A

R
E

A

﹂
は
、
山
内
と
小
学
生
が
ま
ち
を
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
し
、
そ
こ
で
得
た
ア
イ
デ
ア
を
も
と
に
作

品
を
つ
く
り
、
展
示
す
る
、
と
い
う
新
た
な
展
開
を

見
せ
た
。
本
企
画
が
進
化
し
な
が
ら
、
6
年
間
毎

年
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
は
、
当
初
は
ま
っ
た

く
想
像
し
て
お
ら
ず
感
慨
深
い
︵
こ
の
間
、
担
当
者

も
代
替
り
し
て
今
回
で
4
代
目
と
の
こ
と
！
︶。

　

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
6
回
目
と
な

る
﹁N

EW
 O

PEN
 A

R
EA

 2020

﹂
で
は
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
形
式
で
は
な
く
、
K
A
V
C
の
内
部
に

目
を
向
け
、
山
内
と
子
ど
も
た
ち
が
施
設
内
を
自
由

に
巡
り
、
気
に
な
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
写
真
に
撮
る
リ

サ
ー
チ
を
行
っ
た
と
い
う
。
展
示
で
は
、
な
ぜ
そ
こ

に
着
目
し
た
の
か
、
子
ど
も
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
を
添

え
た
約
1
2
0
人
分
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
が
、
山
内

とN
O

 A
R

C
H

IT
E

C
T

S

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
、

K
A
V
C
を
模
し
た
構
造
物
の
な
か
に
展
示
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
構
造
物
は
、
よ
く
見
る
と
K
A
V
C
で

日
常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
テ
ー
ブ
ル
や
平
台
、
箱
馬
、

マ
イ
ク
ス
タ
ン
ド
な
ど
が
巧
妙
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
K
A
V
C
の
外
観
を
表
現
し
て
い
て
、
そ

の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
眺
め
る
の
も
楽
し
い
。
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
見
て
い
て
、
子
ど
も
た
ち
が
カ
メ
ラ
を
通

し
て
切
り
取
っ
た
K
A
V
C
の
断
片
は
、
こ
の
場

所
に
長
く
勤
め
て
い
た
私
で
も
、﹁
こ
こ
は
ど
の
部

分
だ
ろ
う
？
﹂
と
不
思
議
に
思
っ
た
り
、﹁
こ
こ
に

目
を
つ
け
る
か
！
﹂
と
感
心
し
た
り
、
知
ら
な
か
っ

た
新
し
い
K
A
V
C
の
表
情
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
﹁N

EW
 O

PEN
 A

R
EA

﹂
の
全
7
年
間
の
試
み

は
、
子
ど
も
た
ち
に
、
K
A
V
C
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
存
在
を
よ
り
身
近
に
感
じ
さ
せ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

近
い
将
来
、
彼
ら
・
彼
女
ら
が
、
地
域
の
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
あ
る
K
A
V
C
の
活
動
を
支
え
る
応
援
団

と
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
密
か
に
期
待
し
て
い
る
。

「山内庸資展　NEW OPEN AREA」（2013年）での鑑賞授業の様子「NEW OPEN AREA 2020」（2020年）の様子

今
号
の
レ
ビ
ュ
ア
ー

伊
藤
ま
ゆ
み
さ
ん

 

［
京
都
精
華
大
学 

全
学
研
究
機
構 

展
示

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
特
任
講
師
］

1

2

2
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
30
〜
40
代
の
芸
術
家
を

対
象
と
す
る
公
募
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹁A

R
T

 LE
A

P

﹂。

昨
年
5
月
、
森
美
術
館
館
長
の
片
岡
真
実
氏
を
迎

え
て
行
わ
れ
た
審
査
会
で
選
ば
れ
た
の
は
、
東
京
を

拠
点
に
活
動
す
る
美
術
家
・
潘
逸
舟
︵
は
ん
・
い
し
ゅ
︶。

今
回
は
9
カ
月
に
わ
た
る
制
作
期
間
を
経
て
、
今
年

2
月
に
幕
を
開
け
た
個
展
を
、
潘
さ
ん
と
K
A
V
C

美
術
担
当
の
岡
村
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。

ART LEAP 2019 　いらっしゃいませようこそ

会期：2020年2月22日（土）〜3月2日（月）
会場：神戸アートビレッジセンター

（1F KAVCギャラリー、B1 KAVCシアター、スタジオ3）
※当初3月 15日（日）までの会期を予定していましたが、新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨
時休館のため、3月2日（月）までに会期を短縮しました。

潘 逸舟　Ishu Han
1987年上海生まれ、東京都在住。2012年東京藝術大学大学院美術研究科先端
芸術表現専攻修了。主な展覧会に「Sights and Sounds: Highlights」（ユダヤ博
物館 / NY / 2016年）、「水と土の芸術祭」（新潟 / 2018年）、「アートセンター
をひらく」（水戸芸術館現代美術センター / 2019年）など。

感
じ
た
の
は
、
日
本
に
渡
っ
た
こ
と
の
安
堵
感

や
幸
福
感
で
す
。
単
に
、
大
変
だ
ね
、
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
そ
こ
に
あ
る
感
情
の
機
微
や

喜
び
の
問
題
ま
で
作
品
化
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
﹂
と
語
る
。
実
は
、
そ
の
意
図
が
よ
り
表
れ

て
い
る
の
は
英
題
の
方
。﹃
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ

よ
う
こ
そ
﹄
を
直
訳
し
た“

w
elcom

e ”

で
は

し
っ
く
り
こ
な
い
と
感
じ
た
潘
さ
ん
は
、〝
あ
な

た
の
や
さ
し
さ
〞
と
い
う
意
味
を
も
つ
﹃Your 

kindness

﹄
を
採
用
し
た
。﹁
取
材
を
進
め
る
な

か
で
出
会
っ
た
〝
や
さ
し
い
日
本
語
〞
と
い
う

日
本
語
の
教
科
書
か
ら
着
想
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

今
回
の
展
示
は
潘
さ
ん
史
上
、
最
大
級
に
〝
や

さ
し
い
〞
展
示
な
ん
で
す
よ
﹂
と
岡
村
が
話
す
。

　

展
覧
会
オ
ー
プ
ン
当
日
、
潘
さ
ん
は
慣
れ
た

足
取
り
で
宿
泊
先
の
﹁
国
際
交
流
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
や
ど
か
り
﹂
か
ら
K
A
V
C
に
や
っ
て
き
た
。

実
は
こ
の
9
カ
月
間
、
潘
さ
ん
は
2
度
に
わ
た

り
神
戸
に
滞
在
し
、
K
A
V
C
ス
タ
ッ
フ
と
と

も
に
神
戸
の
移
民
の
歴
史
や
外
国
人
移
住
者
・

労
働
者
の
現
状
を
取
材
し
て
き
た
。
そ
の
拠
点

が
﹁
や
ど
か
り
﹂
だ
っ
た
。
潘
さ
ん
が
東
京
に

い
る
間
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
意
見
を
交
換
し
、

展
覧
会
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
。﹁
岡
村
さ
ん
と

の
間
で
何
度
も
プ
ラ
ン
を
往
復
さ
せ
る
こ
と
で
、

神
戸
で
の
滞
在
経
験
が
作
品
化
さ
れ
て
い
き
ま

し
た
﹂
と
潘
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
社
会
と
個
人
の
間
に
あ
る
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
言
及
す
る
作
品
を
制
作
し
て

き
た
潘
さ
ん
。
そ
の
背
景
に
は
、
幼
い
頃
に
両

親
の
仕
事
の
関
係
で
中
国
か
ら
日
本
へ
移
住
し

て
き
た
経
験
が
あ
る
。﹁
外
国
か
ら
移
住
し
た
方

だ
け
で
な
く
、
そ
の
周
辺
で
彼
ら
を
支
援
を
す

る
方
々
を
取
材
す
る
こ
と
で
、
潘
さ
ん
の
経
験

と
現
場
の
問
題
意
識
が
交
差
し
て
い
く
よ
う
で

し
た
。
特
に
日
本
語
教
室
で
教
え
る
方
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
見
え
た
言
語
に
ま
つ
わ
る
社
会
構

造
が
、
今
回
の
展
示
に
色
濃
く
影
響
し
た
と
思

い
ま
す
﹂
と
岡
村
が
語
る
。
展
覧
会
タ
イ
ト
ル

と
な
っ
た
﹃
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
よ
う
こ
そ
﹄
は
、

消
費
者
と
労
働
者
と
い
っ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
と

人
の
感
情
が
表
裏
一
体
と
な
っ
た
言
葉
だ
。

　

潘
さ
ん
は
﹁
移
住
者
の
多
く
は
、
た
し
か
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
方
で
彼
ら
か
ら

《いらっしゃいませようこそ》

資料：外国人技能実習生たちの日記（2019年）

出典：『在伯同胞活動実況大写真帖』（1938年出版、竹下写真館編）

「国際交流シェアハウスやどかり」と「海外移住と文化の交流センター」内の移住ミュー
ジアムでのリサーチをもとに制作された作品。移住ミュージアムは神戸移住センター
（旧 :国立移民収容所）として1928年に開設され、かつては日本からブラジルへ移住す
る人々の渡航準備や研修をする場だった。ブラジルで外国人労働者として働く日本人
と、日本で働く外国人技能実習生の記録がテーブル上に並ぶ。

《行ったことのないベトナム》

看板、インクジェットプリント

資料：神戸市営地下鉄路線図、ホーチミン市地下鉄の駅名

神戸市営地下鉄の路線図に、ホーチミン市地下鉄の駅名。
実はここにはまだ開通していない駅の名前も含まれていて、
駅の建設は日本のゼネコンが請け負っているという。現地
には、日本から移住して働く人もいるかもしれない。

《ほうれん草たちが日本語で夢を見た日》

インスタレーション、ダンボール、サウンド

ハンドアウトに掲載されたテキストより
二人の農家と三人の外国人技能実習生と私は、ひたすら鍬でほうれん草を刈る。
上空では鳥が春の訪れを歓迎するかのようにさえずり続け、箱に詰められたほう
れん草たちはトラックで運ばれていく。そのとき私は、ほうれん草たちが見よう
見まねで、さえずりだしたような感覚に陥った。そしていま、その情景を再現し
ながら、いつの日から私は日本語で夢を見はじめたのかを思い出そうとしている。

《裸足ーあなたと踊るための練習》

8チャンネルビデオインスタレー

ション、サウンド

外国人を働き手として多く受け入
れてきた神戸のケミカルシューズ
産業に着想を得た作品。ミラー
ボールがまわる幻想的な空間に大
小さまざまなモニターが点在し、
潘さん自身によるパフォーマンス
が複数のタイムラインで映し出さ
れる。使われた靴は作家の持ちも
の。ダンスのパートナーは見えな
い他者であり、靴のつくり手や自
分自身でもあると潘さんは語る。

潘
逸
舟

﹃
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
よ
う
こ
そ
﹄

誌
上
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー
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S

T
A
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A
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4月に上映される、

NTLive『リーマン・

トリロジー』は、世界

的な投資家「リーマン

一家」の栄光と衰退を

題材にした作品。資本

主義の戦場といわれる

ニューヨーク・ウォール街で、「強欲は善」とい

う空気のなか、移民のリーマン家が三代にわた

り戦い、市場の代表的プレイヤーの一角を担っ

たのちリーマンショックが起きるまでの苛烈な

戦いを描く一作。演劇という立体的な手法で表

現するのだから、その熱量の大きさを感じずに

はいられないでしょう。今から

期待が高まるばかりです。

KAVCスタッフと、

ときどき保安のおっちゃん物語とは……
本館の隠れた主人公・保安のおっちゃん3人衆のかたわら

で、日々業務に励むKAVCスタッフ。彼らが見つめる新開地と

KAVCの日常から、さまざまなエピソードを紹介していきます。

作・画　鈴
すず

木
き

裕
ひろ

之
ゆき

さん

本誌を機会に新開地デビューを果たした大阪出身・在住のイ

ラストレーター。雑誌やCDジャケット、広告ほか、全国さま

ざまなイベントでの似顔絵屋、ワークショップなど活動中！

STAFF’s VOICE
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開館時間＝ 10:00–22:00 　休館日＝毎週火曜日

（火曜が祝日の場合は翌日）・年末年始

4月からワークショップの新シリーズをはじ

めます！　「つくること」を身近に楽しく感

じてもらいたい！という想いから生まれた、

その名も「ひらめきのたね」。講師に絵本作

家やイラストレーターなど、現在活躍中の作

家陣をお迎えし、年齢を問わず楽しめる多彩

な内容でお送りします。なんと、新開地土曜

マルシェと同時開催。「絵本が好きだから」「作

家さんに会いたいから」どんな参加理由でも

OK ！　年齢や経験も関係なく、お気軽に

ご参加ください。難しいことは考えなくて

大丈夫！　お待ちしております！

・ 神戸高速「新開地駅」8番出口より徒歩約5分

・ JR「神戸駅」ビエラ神戸口より徒歩約 10分

・ 神戸市営地下鉄「湊川公園駅」東改札口より徒歩約 15分
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羽仁真理子 ［地域事業担当］

山本聡之 
［庶務・経理担当］
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017年4月、運営体制が大きく変わってからこの春

で3年が経つ。大半のスタッフが入れ替わった当

初、業務の一つひとつを見直しながらルールを築いていっ

たのが昨日のことのようだ。私は神戸市役所と兵庫区役所

での勤務を経てKAVCへやってきた。仕事で数回訪れた程

度で、正直なところ印象は非常に薄かったが、これまで接

点を持つことがなかった「芸術作品に携わる人たち」、つ

まりKAVCのスタッフに出会えたことで、印象は大きく

変わった。もう少し若い頃に出会っていれば、自分の芸術

文化に対する見方や価値観がもっと違っていたかもしれな

い。KAVCは、毎年約11万人が施設を利用し、述べ約18万

人が足を運んでくださっている。来館者アンケートでは、

施設が古いなどのお声もいただき、ご不便をおかけする場

面も多々あるが、80%を超える方々から高評価をいただ

いている。しかし、広く兵庫区や神戸市から見てみれば、

まだまだKAVCの認知度は高いとは言えないかもしれな

い。今後は認知度を上げ、足を運んでいただける方の満足

度の向上を目指すとともに、優秀なスタッフを育成し輩出

することを念頭に取り組んでいきたい。
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KAVCスタッフが日々活動するなかで、興味を持ったものごとをざっくばらんに紹介していきます。

オススメイベントの詳しい情報などはWebサイトにて！

柳谷茂昭 ［館長代理］
毎日、散歩がてら新開地周辺の飲食店巡りを楽しんでいます。
だけど、年々脂っこいものが苦手になってきていて悲しい…。

執筆者

Photo by Mark Douet.

Photo by Mark Douet.

おことわり

新型コロナウィルスの感染拡大に伴う
対応について

新型コロナウィルス感染症対策の今後の動向に
よって、臨時休館の他、自主事業の中止もしくは
延期が想定されます。最新状況につきましては決
定次第、HPや各種SNS等でご案内いたします。
最新情報の掲載ページはこちらから　


